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■ 「増加及び増強について 」

会員増加および増強が必要とすれば、根本的には質と数との問題はありますが、なぜ増加及び増強が必要なのかを
理解しこの事を原動力とすることが大切だと思います。
RIロータリー章典（2017年6月版）によれば、「5.010.会員増加および増強」および「5.010.1.会員の増加における個々の
ロータリアンの役割」には「ロータリー会員であることの利点を他の人に推進することは、全てのロータリアンにとって共通
した個人的な責務である。」と記されています。また、ロータリーの目的の第1には、知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること、とされています。これらからすると、そもそも会員増加および増強は全てのロータリアンの責務なのです。
個々の地区やクラブの問題として考えてみた場合には、1つの指針として「ロータリー章典（2017年6月版）17.010.3.地
区の規模」には「クラブ数が75に満たない、また所属ロータリアン数が2700名に満たない地区にこれらの数に達するよう奨
励している」となっています。これからするとこの基準を満たすまでは増加および増強の必然性ありと判断されますが、で
は基準を満たしている地区はこれ以上増加及び増強の必要はなくても良いのでしょうか？
1地区平均2700名止まりで良いとするなら我国は34地区ですから合計で91800人程度となり、RIは1ゾーン35000人
±10％が必要としていますので、これでは3ゾーン（105000人必要）を保つ事が出来ません。3ゾーン体制を保つなら現状
では計算上1地区平均3100人が必要となりますが、全ての地区やクラブがこの基準に達する事には中々計算通りにはい
かないでしょう。
日本は今までの3ゾーン体制が今後2.5ゾーンに減少することが決定しています。日本のロータリアン数は現状90000人
弱ですから元の3ゾーン体制に戻すなら人数的には全国で約15000人の増加が必要となります。基本的に個々の地区で
はなく、日本ロータリー全体（各ゾーン）の問題として増加および増強を優先して考える事だと思います。
大きな地区はより大きく、小さな地区は少なくとも基準に向かっての普段の努力が求められます。短期的（3～5年程度）
で純増15000人（1地区平均純増450人程度）の増加は可能でしょうか？簡単に可能な地区もあれば、中々難しい地区も
あるかも知れませんが、数字的にみれば6人のロータリアン（全国で15000組）が数年で1人以上の会員を確実に入れれ
ば達成できる数なのです。60人の会員数のクラブであれば、10人の会員増となります。
1つのメルクマールとして6人組を作ってはどうでしょうか。1つの方法論として申し上げました。
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■ 「会員基盤向上セミナーから感じたこと」

今年も3月末に「会員基盤向上セミナー」が200名を越える参加者を得て、大変熱気に溢れたセミナーが開催出来、開
催者の1人としてホッとすると共に各地区が会員増強・退会防止に苦慮していることを改めて強く感じました。
今回は、会員増強に成功された事例を多くご紹介することに重点を置いて、RC・RPIC・RRFCの方々と準備を進めまし
た。今回、取り分け反響が大きかったのは、大宮西RC高橋会長、東京八王子西RCの三浦PAGの事例紹介であったと感
じています。その両名のお話に共通していたことは、誰がリーダーシップを取るのか、会員各位も増強や退会防止に関心
はあるが、最初の一歩をどう踏みだすかということが一番重要だと強調されていました。
増強に成功されているクラブは多かれ少なかれ、また形を変えてクラブの「戦略計画」を持たれています。八王子西RC
は創立50周年を一つの契機にクラブ全体で50周年に100名を達成するという共通認識を持ち、会員各位がそれぞれ役
割を持ち推進し、結果目標を達成したとお聞きしました。その勢いは、現在も続いており115名から120名を視野に増強を
続けていると伺っています。
地区を上げての取り組みの成功例は2840地区が2013-14年度からの3年間で150名を越す増強に成功されていますが、
ガバナー、エレクト、ノミニーとの連携で戦略計画を策定され、大きな成果を上げられました。
また、全国で最も会員数の多い2760地区は昨年度、神野ガバナーのリーダーシップの下、地区を挙げてクラブの戦略
計画導入に尽力され、5000名に届く勢いの増強とクラブ拡大を達成されています。どんな組織でも、目標を持ち、それを
実現するための計画が必要とされています。組織はその戦略に従うものであり、組織ありきでは決してありません。最初の
リーダーシップを誰が取り、力強い第一歩を踏み出すのかが、各クラブ、またそれを支える地区チームにとって最大の課
題であると感じています。それを出来るのは、やはり会長であり、ガバナーであると思います。ただ、大事なことはガバ
ナー年度、会長年度になって出来るものではなく、エレクト、ノミニーの時代からの思いと連携が必要であると考えます。
また、強調したいのは、パストという役割です。パストは終わりを意味するのではなく、次の始まりであるとの認識が必要で
す。戦略計画を実行していく上で、パストの役割は大きいとも感じています。あくまでも、現年度のサポートという役割です。
さて、最後に多様性についてですが、基本はやはり職業分類にあると思います。クラブが末永く繁栄していくためには、
様々な意味で多様性が必要であることは論を待たないと考えます。その基本にはクラブの構成メンバーのバランスが肝
要だと強く思います。2760地区を拝見していると、その重要性を改めて感じます。もちろん、年齢構成、女性会員の比率
なども重要ですが、職業分類の多様性もクラブの戦略計画を策定する場合の大事な要因であると思います。
会長、ガバナーには最初の一歩を力強く踏み出していただきたいと思います！再度、3ゾーン復活を目指しましょう。
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